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わ んど ひろば
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　「謹賀新年」本年もよろしくお願いします。令和5年に「やまかけ」で登山した白神岳。当時、山とは無縁だった自分
が、北海道ツーリングを境にその魅力に気づく事になります。「旅は道連れ」で稚内港から50分。予定外に上陸し、初対
面のライダーと一緒に登山する事になるのが、その島内にある山、通称利尻富士。アイヌ語でリー・シリ「海にそびえる
山」。晴れ渡った山頂で目にした360度の海、そして礼文島と北海道。「百聞は一見に如かず」という言葉がピッタリの
この山に「一発で痺れました」。その後、道内の100名山に挑戦し始めます。羅臼岳の岩清水、頂上から見た知床半島
と北方領土。雌阿寒岳の今にも吸い込まれそうな大きな噴火口。早朝の羊蹄山、急な暴風雨と霧の中、頂上手前での
撤退。旭岳の頂上に登ったはずが、看板を見たら三段山？？(笑)等々、体力的には辛いはずのイベントが、何故か良い思
い出ばかり(笑)。この登山がきっかけとなり、面倒な事、興味のない事でも「やってみなければ何も始まらない」と猛省
し、少しずつではありましたが、前向きな考えをもって行動へ移せるようになりました。挑戦した結果が駄目だったと
しても、準備した時間は無駄ではないし、むしろ努力し費やした時間はプラス、そう前向きに捉えられるようになり、
色々挑戦する事で、人生の振り幅も広がって、様々な場面で「起きた事には必ず意味がある」と前向きに考えられるよ
うにもなりました(笑)。そんな北海道で忘れられない場所は知床にあるカムイワッカ湯の滝。川の上流から温泉が湧き
出ていて、数ケ所ある滝つぼが自然の浴槽になっており、とってもワクワク出来る場所（滑落者が多く救急車の出動が
頻繁なのでご注意ください）お近くの知床五湖もお忘れなく。そして、冬の北海道と言えば紋別の砕氷船ガリンコ号。
舳先にある先端のドリルで流氷をガリガリ割り進み、流氷が割れ動く姿と音は圧巻の一言。オホーツク海は空気がピリ
ッと違いますよ。でも、一番ビックリしたのは発着施設のフロアで初めて見たクリオネちゃん。天使のような姿でユラユ
ラしていますが、実は顔の頭頂部の角に見える部分が牙で、その中央がまさかのお口とは。正に羊の皮を被った狼。人
間界も一緒ですが「見た目で判断してはいけません」というミスドの教えを思い出しました(笑)。因みに道内の島は、
利尻から礼文、天売、焼尻、奥尻と渡島。瀬戸内もそうでしたが「島ってなぜか時間が
ゆっくり流れている」ように思えてしまうから不思議。そんな思い出話を書きつつ、実
は協力隊の任期も残り３ヶ月、という事で3月1日、役場文化ホールにて、任期最後の活
動報告会を開催いたします。終了後は、手打ちうどんのお昼（無料）もご用意いたしま
すので、お時間の許す限りご来場いただけましたら幸いです。と、ちゃっかり早めにお
知らせしておきます(笑)　※詳細は2月14日発行のお知らせ版にて。

深浦町地域おこし協力隊　浪岡 敏勇（なみおか としお）

コメント　学童野球・西北つがる選抜　町内の選手2名が地区選抜の
　　　　 メンバーとして宮城県の大会に出場してきました。
投稿者　学童野球チーム・西津軽ＳＰＩＲＩＴＳ

　皆さんが撮影した写真や制作
した作品などを広報ふかうらへ掲
載してみませんか？
　細かいルールはありません。思
い出の写真やくすっと笑える写
真、渾身の力作、日常の風景や一
コマなど、思い思いの写真を投稿
してください。
　応募方法は以下のとおりです。
皆さんからのご応募をお待ちして
おります。
○メールの場合；件名「わぁんど
のひろば」と入力し、本文にコ
メントとペンネームを入力した
うえで、掲載してほしい写真を
添付して次のメールアドレスへ
送信してください。メールアド
レス：kouhou@town.

　fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリン
トした写真とコメント、ペンネ
ームを記入したものを添えてく
ださい。

※応募される方の個人情報は、こ
の企画以外には使用しません。

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

留意事項

わぁんどのひろばとは…読者投稿
掲載ページ
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